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源氏物語異聞・裏柏木

三季貴夜







　これはやはり罰なのだろうか？

　柏木は源氏の熱い楔に身体を穿たれながら思った。

　油も唾液すらも用いぬ強引な挿入は柏木を傷つけこそすれ、悦びはない。

　ただ、ただひたすら貪欲に柏木は源氏に犯され続ける。

　源氏ですらこの行為に悦びを見出していないのではないかと疑うほど、一方的に柏木は抉り続けられた。

　それでも仕方がないと柏木は、痛みを受け入れる。

　これは自分の罪で罰だから……。源氏の正妻に手を出した己が悪いのだからと。

　しかし……。

　本当に悪いのは自分なのだろうか？

　確かに自分は源氏の正妻、女三宮を欲した。

　柏木は痛みから逃れるように過去に思いをはせた。

　今、源氏とこうなってしまっているそもそもの発端に。







　女三宮と呼ばれていた皇女。かつての帝であった朱雀院上皇の年の離れた妹。

　年齢的にも家柄的にも柏木は彼女にふさわしい男だった。三宮を手に入れれば、宮中での自分の地位も将来も揺ぎ無いものになるはずだ。

　だから三宮の降嫁を柏木は願い出たのだが、まだ若いという理由で却下され、三宮は源氏の元に降嫁した。

　源氏は六条院と呼ばれ、今は天皇に並ぶ地位と身分の男だ。そんな相手に自分が負けても仕方ないと柏木は諦めた。が、同時にあの六条院の正妻となる方がどのような女人なのかと別な興味を持ったのだ。

　父である致仕大臣が愛し、また自分でも憧れる六条院の源氏。その正妻となる宮なのだ。興味を持たないわけがない。

　父の大臣は酔うと必ず源氏の話を口の端に上らせた。

　どんなに彼が美しく、残酷であったかと。

　残酷であるが故に惹かれて止まないと。

　何が残酷なのか、父は一言も漏らさなかったし、その時の柏木は想像もできずにいた。

　そして……。




　ある時、柏木は偶然女三宮の姿を見てしまった。

　いたずらな猫が御簾を巻き上げ、女三宮の姿を表の光に晒したのだ。

　それは普通ならありえないことだった。

　重い身分の女は屋敷の奥深くにいて決して他人に姿を見せない。

　そのように幼い頃から教えられ育つ。なのに三宮は屋敷の奥にいなかった。

　猫が御簾を巻き上げるという不測の事態が起こり、女三宮の姿があらわになってしまった。が、部屋の奥から端近に来るなどという真似さえしなければ、その姿は誰にも見られなかったはずだ。

　それだけでも三宮の女としての出来が問われる。

　高貴な産まれで今もあの六条院の正妻として、重きを置かれるているのに、何故彼女はそんな場所にいたのだろう。

　柏木は奇妙に感じた。その瞬間魔につかれ、彼女に手を出してしまったのだ。

　不義密通。

　最初はその背徳感に酔い、溺れた。

　憧れの源氏の、六条院の所有物を抱いているということ自体に喜びを見出した。決して女三宮その人を愛してはいなかった。

　逢瀬を重ねれば重ねるほどに、彼女の幼さやおろかさが目に付き、嫌気すら覚えていた。

　それでも続いていたのは、彼女の身体から源氏を─六条院その人の痕跡を探り当てたかったからかもしれない。

　幼い日に父大臣と源氏の営みを垣間見て、心を妖しくざわめかせた。

　父になって自分が源氏を抱きたいのか、それとも自分が源氏になって誰かに抱かれたいのか、それはわからないし、どうでもいい。

　ただ、ただ源氏に恋焦がれた。

　源氏に名前を呼ばれる、ふとした折に微笑みかけられる。それだけで幸せで、身体のどこかが甘く疼いた。

　だから女三宮を抱いた。彼女は源氏の代用でしかなかったのだ。

　その女が子を身ごもり、あまつさえ源氏に知られてしまったと、女房を通して連絡をしてきた。

　何もかも終わりだと柏木は死を身近に感じた。

　しかし、源氏からは何の音沙汰もなかった。

　それが残酷以外の何物であろうか。

　父が言っていた意味を、その時柏木は身をもって理解した。

　何故何も言ってこないのだろうか？

　何故？

　何も言われないのが一番身にも心にも痛く、怖かった。

　見下げ果てた奴だと呆れられてもいい。

　何という真似をしてくれたと怒られるのも構わない。

　ただ、無視されたくなかった。嫌われたくなかった。

　自分から許しを請いに行こうか。しかしどんな顔をして行けばいい？

　何の話だと冷たく突き放されてしまったら？

　柏木は何もできず、屋敷に引きこもり続けやつれて行った。
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　遠く蜩が鳴く。

　朝から鳴く蜩に源氏は寝入りばなを邪魔され、軽い頭痛とともに頭を上げた。隣では愛しい紫の上が微かな寝息を立てている。

　重い病から解放され、源氏の腕の中に還って来た彼女は、子を成さぬせいか、いつまでも少女のような清らかさを留めて美しい。

　源氏は彼女の眠りが蜩によって妨げられないように、そっと御帳台から滑り出た。

　女房すら起こさぬように足音を忍ばせ、釣殿へ移る。

　外は既に朝の煌きを見せていた。不意にその煌きから身を隠したい衝動に源氏は駆られる。

　私はきっと醜くやつれた老人の姿を晒しているだろう。

　目を射る朝の陽に、源氏はそう感じ、煌めきから身を隠すように袖で顔を覆った。

　微かな蜩の声一つで目を覚ましてしまう程に浅い眠りにしか付けなかった自分がひどく惨めで恥ずかしい。

　若い頃も眠れぬ夜はあった。あれやこれやと煩悶しそのまま朝を迎えた日々もあった。だが、決して朝の光の中に立つのが嫌ではなかった。

　それが今は眩暈すらすると、唇を噛む。これも老いたせいなのだろうか。

　いや違う。あの文を見つけてしまったせいだ。

　あれさえ見つけなければ、こんなに朝の光を憎むこともなかっただろうにと。

　女三宮に宛てられた柏木の文。あからさまに密通したと知れる内容の文字の連なり。

　何故あんな物を見つけてしまったのだと、源氏は自身を恨み、また、何故見つかるようなへまを女三宮はするのだと、彼女を蔑んだ。

　さらにあからさまな内容の文を書く柏木を馬鹿にした。

　知らなければ今朝の光も蜩の声も心地よいものとして受け止められたものをと。

　一夜限りの関係なのか、それとも深い逢瀬を続けているのか、それは源氏にはどうでもよい。

　ただ、侮られた気がして許せなかった。

　女三宮を愛しているわけではない。愛してはいないが自分の物だ。だからこそ許せず腹立たしい。

　自分の言うことだけを聞き、大人しく人形のままでいればいいものをと、源氏は再び唇を噛む。

　柏木も柏木だと深い溜息をつく。あれほどこの私が目を掛け、息子以上にかわいがって来たのにと、裏切られたような心持ちになる。

　妻を寝取られたから、裏切られたと思うのではない。二品の宮という身分だけが唯一の取り柄のようなただの人形に手を出した柏木が許せず、悔しいのだ。

　私が目を掛けた者は私と同じ物を好み欲するべきだと源氏は憤った。

　これが三宮にではなく紫の上に懸想したのならまだ解ると。

　源氏はいつの頃からか柏木も自分の物であると思い始めていた。

　何もかもを手に入れてしまい、生きるのに飽いた源氏のただ一つの楽しみが、まだ若く美しかった頃を振り返ることだった。

　柏木は致仕大臣がかつて頭中将と呼ばれていた頃の面影を色濃く写して美しい。

　その柏木をそのまま頭中将になぞらえる、その傍らにあった昔の自分の姿が浮かび上がってくる。

　だからこそ源氏は柏木に惹かれ、自分の息子以上に目を掛けた。柏木さえ側にいてくれれば速やかにまだ若かった頃の己に還れたから。

　柏木さえ自分の側にいてくれれば、という思いが柏木は自分の物だという感情に変化するのに時間は要らなかった。

　幼い頃から、『何をしても許される身』であり、今もまた六条院と呼ばれる准太上天皇であるのだから。

「あれ、殿が…」

　どこかで女房の声がした。

「まあ、あんな所に」

　対の屋の簀子縁で源氏の姿を見つけた女達が騒いでいる。それはそうだろう。こんな朝早くから誰も起こさず、釣殿に出て物思いに耽っているのだから。

　これが元でつまらない噂でも立てられたらたまらないと、源氏は一晩たっても収まらない懊悩を、五十近いとは言えまだ十分に美しい笑顔という仮面の下に仕舞い込み、呑み込んだ。










　師走の月の空は、痛い程に青く晴れている。吐く息も白くなり出した六条院の庭に柏木の姿があった。

　源氏にとっては兄に当たる朱雀院の五十の賀の試楽がその日六条院で、華やかに繰り広げられていた。

　ここ数カ月、源氏は柏木と何の沙汰も交わさぬまま過ごした。

　それは周囲の目には奇異に映った。これまでの仲の良い付き合いをしていたのに、どうしたものかと、あれこれ噂が立ち始めている。

　朱雀院の五十の賀は、人々の噂を払拭させる良い機会だった。

　源氏は試楽に柏木を呼び、柏木もまた律儀に顔を出した。

　その彼は、今、月明かりの下うつむき加減に立っている。

　元々細面の顔が青ざめ、やつれてた顔だ。それが却ってなまめかしくもある。

　御簾の内から源氏は柏木のそんな様子を見、胸を突かれた。

　今日までわざと柏木に何の沙汰も出さずにいたわけではない。

　どんな顔をし柏木に会えばわからなかっただけだ。

　柏木に会ったとたん、寝取られた男の惨めさや、老人の醜さが出るのではないか。光源氏の名に相応しくない醜さが浮かび上がるのではないか。それを恐れたのだ。

　私のせいなのか？　

　何の沙汰もくれてやらなかったせいなのか？

　私が変な恐れを抱いたせいで……。

　源氏は柏木のやつれように、心を痛め眉を顰めた。

　自分の物であった筈の二人が自分の知らない所で勝手に関係を持った。それが源氏の怒りだったが、今はもうない。

　何ヵ月も、たかだかそれだけのことで怒り続けること自体が腹立たしいのだ。

　だから青白い顔で佇む柏木を見るまでもなく、源氏は柏木を許す気になっていたし、このやつれた柏木を目の前にして、どうして怒れよう。

　労りこそすれ、怒れるわけがなかった。　

　やはり直に声を掛けねばなるまい。

　今にも風の中に溶けて行きそうな風情の柏木に、源氏は心を決め、人をやって彼を自分の元に呼び寄せた。

　呼ばれるままに、やや怯えながら柏木は庭から簀縁に上がってくる。

　源氏をはじめとした上達部達が居並ぶ中、萎縮しているのがかわいらしかった。

　少しでも柏木の緊張をほぐしてやりたくて源氏は彼を見ながらゆったりと口を開いた。

「こういった試楽などは、あなた以外に頼める人がいなくてね。ここのところお訪ねも下さらなかった恨みも忘れて、あなたをお呼びしたのですよ」

　打ちしおれ、面も上げず源氏の前に伏す柏木に、源氏は遠回しに、許しているのだと伝えた。

　自分のこの許しに柏木がすぐに気付き、ありがたがり、恥ずかしがったりしてくれればいいと期待して。

　しかし、柏木の反応は鈍かった。

　自分の目の前に出てきた時以上に緊張し震えている。

　何をそんなに恐れているというのだろうか。それとも今の言葉を疑っているのだろうか。

　恐れられるのは気に触らない。が、疑われたのだとしたら腹が立つ。

　自分が今まで目にかけてきたのを柏木は知っているはずだ。その自分を疑うのかと源氏は面白くない。

　そもそも何故あのつまらない女三宮に手を出したのだ、と、消えたはずの怒りや苛立ちが湧き起こってきた。

　そのせいだろう。唐突にこの美しい若者を引き裂きたい衝動に駆られた。

　この手で蹂躙して、屈服させ、二度とこの私を疑うなどという真似ができないようにしたい。

　そうだ。それに、やはり聞いておきたい。何故あんなつまらない女に手を出したのか。

　そこまで思い、結局のところ自分はそこが知りたいのだと、痛感した。『たかだかそれだけのこと』ではなかったのだ。

　どうでもよくはなかったのだと。
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　ああ。ついにこの日が来てしまった。

　柏木はただただ、源氏の前にひれ伏し、背中に冷たい汗が流れるのを感じていた。

　ひたすら源氏の口から出た『恨みも忘れて』という言葉を反芻する。

　それが遠回しの許しだと理解できない。いや、理解はした。が、源氏の本心なのかどうかが推し測れず、伏せたままの面を上げられないのだ。

　真底、院が許して下さるというのなら、これ以上に喜ばしいことはない。

　と思う側から、まさか許してくださるわけがない。と打ち消してしまう。

「はい……。春の頃から病がひどく参内などもいたしませんで、引き篭っておりまして……。が、父が……」

　面を伏せたまま、柏木は源氏と目を合わせずに、か細い声を出した。

　今の源氏の言葉に対しては、少々ずれた返答であったが、一対一の会話ではない。

　試楽の後の宴の場だ。他にも数人座している。

　その中では精一杯の返事だった。

「そうか……」

　源氏は一言発しながら頷いたが、その声には微かな苛立ちが混じっているように感

じられた。

　柏木は何かをしくじったのだと察したが、それが何なのか見当もつかない。

　ただ、許すなら許すと、怒りなら怒りで何故もっとはっきりと言って下さらぬのだろうかと、益々恐れ、身を震わす。

　嫌われさえしなければ良いと思っていたが、今は嫌われてしまった方がましとさえ思い始めていた。

「年寄りの酔っ払いがみっともないと衛門の督が笑っておられる。恥ずかしいことだ」

　早くこの時間が過ぎないかと、ただそれだけを願っていた柏木の耳に不意にはっきりと源氏の声が聞こえた。

　どれだけ時間が経ったのだろうか、居並ぶ上達部達は誰もが顔を赤くして酔っている。

「はっ？」

　自分の名を耳にして柏木は面を上げた。外ならぬ源氏の口から名前を呼ばれ、真夏でもないのに柏木の背中に汗が伝った。

「笑っておられたであろう。衛門の督。年寄りは嫌だと。そう思うのも今のうち。あなたもいずれ年老いるのですよ」

　口元には微笑み。が、源氏の瞳は決して笑ってはいなかった。柏木の瞳を捉えて離さない。冷たく伺うような視線であった。

「私は何も……」

　気持ち悪く背を流れる汗に追い立てられるように柏木は口を開く。

　汗よりも先に心臓が肉を破り、流れ落ちて行ってしまいそうで、最後まで言葉を紡げなかった。

「何やら酔いが回ったようで……気分がすぐれませぬ」

　それだけを精一杯の思いで言い、柏木は席を立つ。もうこれ以上源氏の前にはいられなかった。

　心臓が流れ落ちてしまう前にここを立ち去らなければ、何を言い出し、しでかすかわからない。

「それは大変な。その覚束無い足取りで帰るのも難儀だろう。しばし休んで行かれると良い」

　確かに柏木はふらついていた。それを見て取った源氏は立ち上がり、柏木の肩を支えた。

　その肩が跳ね上がり無様に震えた。源氏の手にもその震えが伝わっているだろう。

　私はどうなってしまうのだろう……。

　柏木は動けず、蛇に睨まれた蛙のごとく射竦み、気を失っていた。
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　そこに横たわる者は若い頃の頭中将によく似た美しい若者だった。

　柏木の衛門の督。つまらない密通をしでかし、この六条院の主の一挙一動に恐れ戦き、やつれた弱い者。

　源氏の知っているどの女よりも弱く、源氏を恐れるのと同じだけ庇護を求める美しい若者。

　頭中将に見目形は似ているけれども、中身は正反対だ。

　そして、若い頃の私も姿形だけはそっくりなこの若者の父親の前に身体を差し出し横たわっていた。

　しかし、私の時はこうも弱々しくひれ伏しはしなかった。

　源氏はある種の色気さえ見せる柏木の白い寝顔を見つめながら遠く思った。

　それに……。と源氏はさらに昔を柏木の姿に重ねる。

　この柏木と同じように自分も不義密通を働いた。

　藤壺の宮に手を出し、その懐妊という事実に心が乱れた。が、源氏は、生きていようと思った。

　ところがこの若者はどうだろうと、源氏は乱れた柏木の髪を一筋指にすくう。

　生きる気力がこの若者にはあるのだろうか。

「あっ……」 

　源氏に触れられ、柏木が目を開ける。燈台が一つ灯るばかりの暗い几帳の内だ。

　その几帳を隙間なく立て回し、狭く暗い空間に浮かび上がるのは源氏の老いたとはいえ、美しい顔。

「これは……。夢なのか、幻なのか……。それとも……」

　自分がどこにいるのかわからないのか、柏木は一瞬ぼんやりと、だがうっとりと源氏の顔を見つめ、次に戦いて声を上げた。

「院！　お赦しを……」

「何を許すというのだ」

　混乱している柏木が憎い。そして儚げで愛おしい。

「それは……院……」

　そのくせ、ただ弱々しく首を振るばかりで捗々しいことを言わぬ柏木に苛立つ。

　私に許しを乞い、慚愧の念から今にも息絶えそうなこんな弱々しい者が、何故あんな大それた真似を？

　開き直りもできず、さりとて潔く頭を下げることもできない、若く、綺麗なだけが取り柄のような男。

　そのような者は、大人しく私の物であれば良かったのだ。

「どうか、どうか院お赦しを……」

　青い面をはっきりとは向けず、柏木はひたすら震える。

「赦し？」

　もう源氏の顔から微笑みは消えていた。

「何故赦しを乞う？　赦しを乞うくらいなら最初から大人しくしていれば良かったのですよ」

　柏木はただ嗚呼と悲鳴にも似た呷きを漏らし突っ伏した。

　その姿が、源氏の中の残酷さを呼び覚ます。年とともに潜み、眠っていた筈の冷たく美しい感情を揺り起こした。

　この情けない男の父に私は……。

　かつての頭中将の姿に似た柏木を見、源氏は若かった頃の幸せを見出していた。が、今は彼を見て嫌なことばかりが思出される。

　頭中将に私は抱かれ……。

　好んで頭中将を求めた時もあったのを棚上げし、彼との関係はいつも半ば無理矢理でしかなかったと、昏い部分を脳裏に浮かべる。

　こんな、ただうわべだけの男の父に……。　　

　衝動は年に似合わぬ性急さでやってきた。　 打ち伏す柏木の身体を強引に引き起こし、組み敷く。

「院？」

「私に許してもらいたいのでしょう？　そうして私に愛おしんでもらいたいのでしょう？」 

　源氏は口元に笑みさえ浮べ柏木を見つめていた。




＊＊＊




「あっ…。院…」

　柏木の顎に源氏の指がかかった。氷のように冷たい指だ。

　その冷たさに痺れ、凍えてしまいそうなのに、柏木は、身体の芯が熱く蕩けて来るのを感じていた。

　もう……。駄目だ……。私はもう……。

　これは罰なのだ……。

　何の罰だ？

　源氏の物に手を出したから？

　それとも他の……。

　他にも何かがありそうだと柏木は思ったが、考えても仕方ない。

　源氏から与えられる物を今は受け入れるしかないのだ。

　だから……。

　熱く凍え、身体も心も麻痺させて、柏木はゆっくりと瞳を閉じる。

　その閉じた瞳の上に、源氏の唇が軽く押し当てられた。唇はそのまま柏木の頬の上を滑り、瞳以上に固く結ばれた唇の上に重なり……。

　燈台の油が消えかかり、時折ジジッと音を立て、わずかな炎を揺めかせた。

　冷たく熱い男と若者の肌が触れ、離れ、時には融けあう。

「衛門の督。あなたは私の物なのですよ」

　時折りそう囁く源氏の声がする。

「あなたは私の持ち物なのだから、何も考えず私だけを見ていればいいのです。今までのように。いえ、今まで以上に……」

　柏木の脳に心に肉に、源氏の言葉が染み渡って行く。

　そうやって囁かれる度に柏木は痺れ陶酔し、魂を半ば以上さ迷わせ、源氏に吸い取られる。

「私だけがあなたを自由に出来るのですよ」　その証のように源氏は柏木の身体に刻印を押して行く。すっかり窶れ細くなった首に、二の腕に、そして太腿に。

「嗚呼。院。院……」

　もう私は死んでいるのだと柏木は思った。

　この恐ろしくも、焦がれて止まない相手に殺されたのだと思った。例えこのまま生きている肉体を持ってここを出られても、自分の命は後僅かの、儚い物に違いないと、確信してする。

　身が引き裂かれる。

　身体の奥深くに源氏の怒りが、灼熱が埋め込まれている。

　ふと、父と源氏のその時の光景が浮かんだ。

　源氏もこうして身体の中に雄を受け入れたのかと考え、柏木はぞくりと背筋を粟立たせた。

　そのとたん、ただ痛みだけだったそれが、甘い痺れに変化した。

　思わず訪れた感覚と洩れる声に柏木は慌てて首を振り、口元を手で覆った。

「悦くなってきたようですね。私もいい感じですよ」

　背中に源氏の声が落ちてきた。息が微かに弾んでいる。

「宮も今のあなたのように声を出しましたか？　気持ちいいと言いましたか？」

　卑怯で残酷な手口だと柏木は思った。こんな時に持ち出して欲しくない話題だ。

　しかし、これは罰なのだ。源氏には自分を貶め辱めいたぶる権利があるから逆らえない。

「あの子供のような宮をあなたは愛したのですね？　いつか私からこんな風に罰を受けるとわかっていて……」

「あ、ちが……」

　違うと言いそうになり、柏木は慌てて口を噤んだ。

　あの女を愛してなどいない。そう言ったら、ますます源氏の怒りを買いそうで。

　いや、言ってしまった方がいいのだろうか。

　あなたに憧れていたから……。あんな女を正妻に据えるなんて……。あの女があなたの物だったから……。

　果たしてそれを告白して源氏にわかってもらえるのかどうか柏木には自信がなかった。

「何が違うと？」

　それに対して柏木はただ首を振る。

「答えたくないと？　この私が聞いているのですよ？」

　声は優しい。けれど柏木の身体に埋め込まれたそれは益々猛々しくなって彼を苦しめていた。

　痛くて甘くて苦しい。

　早く答えを言えとばかりに、何度も強くねじ込まれる。

　その度に痛みよりも甘さが増してきている気がして、柏木は悲鳴をあげたくなった。

　これは罰だ。だから痛み以外のものを感じてはいけない。

　もっと、もっと罰してもらわなければいけないのに……。

「罰……、だから……。これは罰だから私は院に何をされても仕方ないと……」

　だからそう訴えた。







　そうして夜は更け、夜が明けても後朝は決して来ない。男と女の場合でも後朝の文など憚られる場合もあるのに、ましてこの二人にそれが赦されたであろうか。

　その赦されぬ朝が来る。既に死臭の漂う朝が。

　冬の長く暗い夜を切り裂く様に日は昇り、源氏と柏木だけが、その日差しの中に死を見るのだった。 













　裏柏木完　

　この話は本来「若菜下」に当たる部分です。
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